




対
象
と
し
て

売
捌
か
れ
て

い

る
。

こ

れ
は
、

さ
き
に

み
た
地
帯
の

諸
村
と
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、

こ

こ

で
は
、

さ
ら
に
、

生
産
額
で

総
農
産
物
価
額
中
三
二

㌫
を
占
め
る
ほ
ど
の

煙
草
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
。

し
た
が
っ

て
、

商
品
化
さ
れ
る
農
産
物
中
で
の

煙
草
の

比
率
は
さ
ら
に

高
い

で

あ

ろ

う
。

そ

し

て
、

こ

の

煙
草
だ
け
は
、

東
京
・

神
奈
川
・

厚
木
と
い

う
遠
隔
地
へ

向
け
て

販
売
さ
れ
て
い

る
。

い

い
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か
え
れ
ば
、

遠
隔
地
の

需
要
に

こ

た
え
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

初
め
て

右
の

よ
う
な
ま
と
ま
っ

た
面
積
の

煙
草
栽
培
が
成
り
立
っ

て
い

る
。

大

住

郡

土

屋

村

丘
陵
地
帯
に

属
し
、

右
村
と
は
自
然
条
件
が
か
な
り
異
な
る
大
住
郡
土
屋
村
の

場
合
も
、

農
産
物
商
品
化
の

構
造
は
、

ほ
ぼ

同
じ

形
で

あ
る
。

土
屋
村
は
、

淘
綾
郡
境
の

丘
陵
地
帯
に

あ
る
水
田
五
八
町
七
反
、

畑
一

七
町
六
反
、

山
林
八
四
町
一

反
（
う
ち
用
木
林

一

四
町
一

反
）、

戸
数
二
一

八
戸
の

村
で
あ
る
。

明
治
五
（
一

八
七
二

）、

六
年
で
は
、

か
な
り
数
値
が
異
な
る
が
、

米
の

ほ
か
、

普
通
畑
の

作
物
で
は

大
麦
・

小
麦
・

菜
種
・

大
豆
・

小
豆
が
販
売
さ
れ
て

い

る
。

こ

の

村
に

は
二

戸
の

酒
造
家
が
、

五
六
〇
〇
石
の

清
酒
を
醸
造
し
て
お
り
、

村
で

商
品

化
さ
れ
る
米
の

す
べ

て
は
こ

の

酒
造
家
へ

売
却
し
た
も
の

で

あ
る
。

ま
た
、

大
麦
の

自
用
を
超
え
る
分
は
、

村
内
四
軒
の

水
車
稼
人
の

手
で
搗
麦
と

さ
れ
、

小
田
原
宿
へ

移
出
さ
れ
、

小
麦
・

大
豆
・

小
豆
は
、

小
田
原
宿
の

ほ
か
大
磯
宿
・

須
賀
村
あ
る
い

は
羽
根
尾
村
（
大
小
豆
の

み
）
へ

販
売
さ
れ

る
。

菜
種
は
農
家
一

戸
に
つ

き
ほ
ぼ
二

斗
が
自
家
用
の

油
に
あ
て

ら
れ
る
ほ
か
は
、

村
内
に
一

戸
あ
る
絞
油
稼
人
に

売
ら
れ
る
。

前
述
村
内
酒
造
家

が
造
っ

た
酒
・

焼
酎
も
ま
た
、

隣
村
の

ほ
か
曽
屋
村
・

伊
勢
原
村
と
い

う
大
住
郡
内
陸
部
の

主
要
町
部
と
、

山
西
村
、

平
塚
・

大
磯
・

小
田
原
な
ど

東
海
道
各
宿
村
へ

売
ら
れ
た
。

さ
ら
に

林
産
物
（
用
材
は
す
べ

て

自
家
用
で

薪
だ
け
が
商
品
化
さ
れ
て
い

る

）
も
ま
た
同
様
で
、

村
内
の

酒
造
家
や
絞
油
稼

人
、

隣
村
さ
ら
に
は
大
磯
・

平
塚
宿
へ

売
却
さ
れ
た
。

こ
の

よ
う
に
、

以
上
の

諸
物
産
は
、

す
べ

て

近
隣
町
村
を
対
象
に

商
品
化
さ
れ
て

い

る
。

相

模
川
以
西
四
郡
で
の

物
産
商
品
化
は
、

基
本
的
に

は
こ

う
し
た
構
造
を
な
し
て
い

る

た

め

に
、

他
地
域
と
は
、

明
瞭
に

異
な
る
農
業
構
成
を
保
持

し
、

独
自
の

経
済
圏
を
か
た
ち
づ

く
っ

て
い

る
の

で

あ
ろ
う
。

他
地
域
へ

移
出
さ
れ
て

ゆ
く
物
産
は
、

土
屋
村
に
つ

い

て

み
れ
ば
、

水
油
と
煙
草
だ

け
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

水
油
は
、

隣
村
の

ほ
か
、

藤
沢
宿
・

厚
木
町
・

八
王
子
町
へ

、

煙
草
は
、

主
要
な
集
散
地
で

あ
る
曽
屋
村
の

ほ
か
藤
沢
宿

へ

と
移
出
さ
れ
た
。

さ
き
に

藤
沢
宿
西
村
に
、

一

二

軒
の

莨
切
渡
世
が
存
在
す
る
（
明
治
四
年
）
こ

と
を
み
た
が
（
表
一

－

二

）、

彼
ら
が
加
工
す
る
葉

煙
草
は
、

大
住
郡
内
陸
畑
作
地
帯
か
ら
東
海
道
を
運
ば
れ
て

き
た
も
の

で

あ
っ

た
。

土
屋
村
で

も
、

村
内
一

戸
の

絞
油
業
者
に

よ
っ

て

売
却
さ
れ
る

水
油
は
別
と
し
て
、

煙
草
は
、

一

般
農
家
の

主
要
な
現
金
収
入
源
で

あ
っ

た
ろ
う
。
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明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
の

「
産
物
取
調
書
上
」
表
一

－

三
一

は
、

戸
別
調
査
で

は
な
く
、

作
物
別
に

作
付
反
別
一

反
当
た
り
、

ま
た
は
一

戸
当
た

り
の

収
量
、

作
物
に

よ
っ

て
は
一

戸
当
た
り
作
付
面
積
を
推
定
し
、

こ

れ
ら
か
ら
村
全
体
の

総
収
量
を
算
出
し
て
い

る
。

し
た
が
っ

て
、

右
「
産
物
取

調
書
上
」
か
ら
、

こ

れ
を
作
成
し
た
村
戸
長
（
副
区
長
を
兼
ね
る

）
が
想
定
し
た
同
村
の

平
均
的
農
家
の

姿
を
、

逆
に

明
ら
か
に

で

き
る
。

そ
れ
は
、

田
二

反
七
畝
、

畑
八
反
二

畝
、

計
一

町
九
畝
、

山
林
三

反
八
畝
を
所
有
す
る
表
一

－

三
二

の

ご
と
き
農
家
で

あ
る
が
、

こ
の

な
か
で

煙
草
の

作
付
面

表1－31　明治5（1872），6年大住郡土屋村の諸産物

注　1　明治6年3月，7年1月「産物取調書上」（蓑島家文書）より
作成。
2　雑穀は，大豆・小豆・大角豆・粟・黍・稗・胡麻・豌豆・ソバ。
そさいは，里芋・薩摩芋・大根・牛蒡・にんじん・茄子。1荷は
13貫。

3　薪木1駄は18把，およそ40貫。 4　（　）内数字は商品化率。
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